
　
地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
か

ら
、
10
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
１

９
９
７
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
3
回

気
候
変
動
枠
組
条
約
機
構（
C
O
P
3
）で
、

我
が
国
は
２
０
０
８
年
〜
２
０
１
２
年
の

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
１
９
９
０
年
比
６
%
削
減
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
目
標
と
し
て
、

政
府
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
９
９
０
年

比
で
25
%
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
政
府
主
導
の
活
動
で
あ
る「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
」も「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」に
変
わ
り
ま
し
た
。
温
室
効

果
ガ
ス
の
約
9
割
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の

二
酸
化
炭
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
省
エ
ネ

法（
正
式
名
称
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
に
関
す
る
法
律
）が
何
度
か
改
正

さ
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
施
策
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
産
業

で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
民
生
や
運
輸
で
は
大
幅

に
増
加
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す（
１
９
９

０
年
に
対
す
る
２
０
０
９
年
度
実
績
　
産

業
：
19
・
５
%
減
、
民
生
家
庭
：
26
・

９
%
増
、
民
生
業
務
：
31
・
２
%
増
、

運
輸
：
５
・
８
%
増
、
全
体
：
４
・
１

%
減
　
出
所
：
環
境
省
）。
こ
の
理
由
と

し
て
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
あ

り
ま
す
が
、
産
業
界
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
士
と
い
う
資
格
を
持
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
も
っ
た
人
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

家
庭
な
ど
で
は
知
識
・
情
報
が
不
足
し
て

い
る
点
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像

さ
れ
ま
す
。
本
稿
で
は
、
身
近
な
エ
ネ
ル
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「エネルギー問題」Ⅱ～エネルギーの効率的な利用～

ギ
ー
消
費
に
関
す
る
事
項
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

東
日
本
大
震
災
以
後
、
多
く
の
原
子
力
発

電
所
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
電
力
供

給
量
の
最
大
値
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
電
力
消
費
の
平
準
化
に
関
し
て
も

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）自
動
車

　
図
1
に
主
な
乗
り
物
が
人
一
人
を
運
ぶ

の
に
要
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
示
し
ま
す

（
出
所
：
E
D
M
C
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済

統
計
要
覧
）。
自
動
車
が
著
し
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
自
動
車
が
ど
の
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
消
費
し
て
、
ど
の
程
度
の
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
て
い
る
の
か
意
識
し
て
い
な

い
方
が
大
半
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
数
字
で
表
し
て
み
ま
す
。
省
エ
ネ
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
換
算
表
に
よ
れ
ば
、

ガ
ソ
リ
ン
１L

は
電
力
量
約
３
・
５kW

h

分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
相
当
し
ま
す

（
注
：
電
力
量
１kW

h

を
発
電
す
る
の
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
９
・
97M

J

で
、

単
純
な
単
位
の
置
換
に
よ
る
３
・
６M

J

と
は
異
な
る
）。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
で

比
較
す
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
１
L
は
電
力

量
約
６kW

h

相
当
に
な
り
ま
す
。
一
般

的
な
家
庭
で
は
一
日
の
電
力
消
費
量
が

10kW
h

程
度
で
す
か
ら
、
燃
費
が

12km
/L

の
自
動
車
で
は
20km

走
っ
た

だ
け
で
一
日
分
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る「
エ
コ
カ
ー
」に
つ

い
て
も
比
較
し
て
み
ま
す
。
電
気
自
動
車

（
日
産
リ
ー
フ
）で
は
、
新
し
い
燃
費
基
準

の
JC
０
８
モ
ー
ド
で
の
電
力
量
消
費
率

（
１
２
４W

h/km

）を
基
に
し
ま
す
と
、

10kW
h

の
電
力
量
で
約
80km

走
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
2
時
間

程
度
で
１
日
分
と
考
え
る
と
、
か
な
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
（
ト
ヨ
タ
・
プ
リ
ウ
ス
）で
は
、

JC
０
８
モ
ー
ド
で
燃
費
は
32
・
６km

/L

で
す
か
ら
、
10kW

h

の
電
力
量（
二
酸
化

炭
素
排
出
量
基
準
）で
約
58km

走
行
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
エ
ン
ジ
ン
は
燃
料
を「
爆
発
」さ
せ
て
い

る
た
め
、
遅
い
速
度
で
回
転
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
始
動
時
に
は
、
ク
ラ
ッ
チ
な
ど

の「
す
べ
る
」機
構
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

熱
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
モ
ー
タ
ー
で
は
低
速
で
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
が
少
な
い
と
い
う
点
、
減
速

時
に
は
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
を
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
、
バ
ッ
テ
リ
に

充
電
で
き
る
と
い
う
点
が
上
記
エ
コ
カ
ー

の
特
徴
で
す
。
発
進
と
停
止
が
頻
繁
な
ほ

ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

 
図 1 人一人を 1km 運ぶのに必要なエネルギー（2006 年度） 

鉄道 バス 船舶 自動車 飛行機

ｋ
人
・

図1　人一人を1km運ぶのに必要なエネルギー（2006年度）
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（
２
）ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

　
省
エ
ネ
法
の
中
に
、
製
造
業
者
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量（
総
量
）の
多
い
特
定
の
機

器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
改
善
さ
せ

る
た
め
の
項
目
が
あ
り
、
通
称「
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
現
時
点
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

が
最
高
の
も
の
を
基
準（
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
基
準
）と
し
て
将
来
の
目
標
値
を
定
め

る
も
の
で
、
１
９
９
９
年
に
省
エ
ネ
法
の

改
正
に
よ
り
、
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
図
2
は
C
O
P
3
が
開
催
さ
れ
た
１

９
９
７
年
か
ら
10
年
間
の
家
庭
用
２
・
８
kW

エ
ア
コ
ン
の
冷
房
時
の
C
O
P
（
成

績
係
数
）
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。

（
注
：
C
O
P
と
は
冷
房（
ま
た
は
暖
房
）

能
力
を
消
費
電
力
で
割
っ
た
値
で
、
大
き

い
ほ
ど
省
エ
ネ
。
例
え
ば
、
２
・
８kW

の
エ
ア
コ
ン
で
C
O
P
が
４
・
０
の
場
合
、

定
格
時
の
消
費
電
力
は
７
０
０W

と
な

り
ま
す
。
C
O
P
は
定
格
時
の
み
の
値

で
す
か
ら
、
現
在
は
軽
負
荷
時
を
含
め
た

実
際
的
な
指
標
で
あ
る
通
年
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率（
A
P
F
）が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。）

　
さ
て
、
図
の
期
間
中
に
目
標
年
度
が
2

回
あ
る
の
で
す
が
、
何
年
だ
か
お
分
か
り

で
し
ょ
う
か
。
最
小
値（
廉
価
の
機
種
）が

大
幅
に
変
化
す
る
2
回
、
つ
ま
り
、
２
０

０
４
年
と
２
０
０
７
年
で
す
。
一
般
に
は

10
年
前
の
エ
ア
コ
ン
は
消
費
電
力
が
2
倍

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
２
０
０
３
年
以

前
の
機
種
で
は
製
品
ご
と
の
バ
ラ
ツ
キ
が

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（
３
）ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン

　
C
O
P
４
・
０
の
エ
ア
コ
ン
で
は
、

冷
暖
房
能
力
が
２
・
８kW

に
対
し
て
消

費
電
力
が
７
０
０W

と
入
力
よ
り
大
き

な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
理
由
は
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
と
呼
ば
れ
る
技
術
を
利
用
し

て
、
外
気
な
ど
と
の
熱
の
や
り
取
り
を
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利

用
し
た
家
庭
用
の
機
器
は
エ
ア
コ
ン
の
他
、

冷
蔵
庫
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
器（
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
）、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
温
水

床
暖
房
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
洗
濯
乾
燥
機

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
用
し
な
い
機
器
に
対
し
、

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に
削
減
で
き
ま

す
。

 
図 2 エアコンの成績係数（COP）の推移 

 

エアコン冷房

最大値

平均

最小

図2　エアコンの成績係数（COP）の推移
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ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
他
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
を
減
ら
す
技
術
と
し
て
、
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
石
油
や

ガ
ス
な
ど
の
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
電
力
）に
変
換
す
る
場
合
、

燃
焼
な
ど
に
よ
り
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え

る
と
い
う
過
程
を
経
て
い
ま
す
。
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
多
く
は
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

わ
ら
ず
、
熱
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
廃

棄
さ
れ
て
い
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
給
湯
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
総
合
効
率
を
上

げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
家
庭
用
に
は
、

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）や

ガ
ス
発
電
シ
ス
テ
ム（
エ
コ
ウ
ィ
ル
）が
あ

り
ま
す
。

　
自
動
車
を
除
い
て
家
庭
内
で
消
費
さ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
3
割
は
給
湯
に
よ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
上
記
の
給
湯
機
器

に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
を
試
算
し
て
み
ま

す
。
一
般
の
ガ
ス
給
湯
器
で
、
年
間
６
０

０㎥

（
月
平
均
50㎥

）の
ガ
ス
を
消
費
し

て
い
る
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
二
酸
化
炭
素

排
出
量
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
約
６
０
０
L

に
相
当
し
ま
す
。
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
で
は
年

間
で
約
３
０
０
L
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
で
は

約
４
０
０
L
、
高
効
率
ガ
ス
給
湯
器（
エ

コ
ジ
ョ
ー
ズ
）で
は
約
１
０
０
L
の
ガ
ソ

リ
ン
に
相
当
す
る
量
の
二
酸
化
炭
素
削
減

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
効
果
は
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
地
域
に
大
き
く
依
存
し
ま

す
の
で
、
一
例
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

（
４
）電
力
消
費
の
平
準
化

　
家
庭
に
お
い
て
電
力
消
費
の
平
準
化
に

寄
与
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
電
力
会
社
と

の
契
約
を
通
常
の「
従
量
電
灯
」か
ら「
時

間
帯
別
電
灯
」に
変
更
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
時
間
帯
別
電
灯
契
約
で
は
深
夜
帯

（
23
時
〜
７
時
や
22
時
〜
８
時
）で
電
力
料

金
が
著
し
く
下
が
る
の
で
、
電
力
消
費
量

の
多
い
機
器（
例
え
ば
、
食
洗
機
な
ど
）を

こ
の
時
間
帯
に
使
用
す
る
よ
う
に
努
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
タ
イ
マ
ー
が
付
い
て

い
る
機
器
を
選
択
す
れ
ば
努
力
す
る
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
で
の
平
準
化
を
本

格
的
に
目
指
す
た
め
の
制
度
や
機
器

（
H
E
M
S
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
、

V
toH

な
ど
）は
現
在
検
討
中
で
す
の
で
、

近
い
将
来
、
こ
れ
ら
の
機
器
の
導
入
を
検

討
す
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
民
生
・
運
輸
分
野
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る

た
め
に
は
、
多
く
の
人
が
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
、
意
識
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
重

要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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